
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

● １年生を迎える会（春の遠足） 

 ・ 児童会が計画し，当日は「じゃんけん負け戻り」「なかよしビンゴ」「○×クイズ」を行った。 

・ １～８班までのふれあい班で，目的地までの遠足，各班の６年生が考えた遊び，昼食をした。 

・ 昼食後には，振り返りタイムを設定し，各ふれあい班ごとに一人一人が，感想を発表した。 

・ 感想では，「６年生が手をつないで歩いてくれたこと。」「班で遊んで楽しかったこと。」など，人

とのかかわりを通して感じたことを発表する児童が多かった。 

・ 後日，感想文を書き，昼の放送を通して，高学年にお世話になったことなどを紹介した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

      振り返りタイム      じゃんけん負け戻り    下級生と手をつないで 

 

● ふれあい班活動ふりかえりカード 

 ・ 毎学期の終わりに「がんばっ 

たところ」「次の学期にがんばり 

たいところ」「自分や班の友だち 

のよかったところ」について， 

カードに記入している。 

 ・ 担当者からコメントを書いて 

もらい，児童は自分のがんばり 

を確かめ，自己肯定感の芽を育 

てている。 

・ カードはファイルにとじ，１ 

 年間の足跡を振り返ることがで 

 きるようにしている。 

                   １学期のＡ児         ２学期のＡ児 

 

小学校問題行動等防止プログラムに関する実践事例 

小豆島町立苗羽小学校 

異学年集団のふれ合い活動の充実異学年集団のふれ合い活動の充実異学年集団のふれ合い活動の充実異学年集団のふれ合い活動の充実    

関連項目：教育活動プラン① 

本校の児童数は１２０名。１年生から６年生まで一学年一学級である。これまでも，異学年集団で活

動する機会が多かったが，十分な振り返りの場を設けることができず，自己肯定感を育てる面において

課題があった。その課題を解決するために節目節目に振り返りの場を設定し，児童の自己肯定感を育て

ていきたい。 

 これまでのふれあい班活動（運動会のふれあい班対抗種目，ふれあい班遊び，ふれあい班清掃等）の

終わりの時間に振り返りの時間を設けることにより，人の役に立った，喜んでもらった，できるように

なった，など次への意欲につながる機会が多く持てた。長期間を通しての自己評価も大事にしつつ，活

動即評価（友だちから，教師から）も自己肯定感を育てるのに有効である。 
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